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卒業式に見る袴の現代的着装の研究 IV-色彩の視点から—

A study of wearing modern hakama at graduation ceremony IV 

-From color viewpoint-

瀬川かおり、大塚絵美子、太田裕子、長谷川紗織

Kaori SEGAWA, Emiko OTSUKA, Yuko OT A, Saori HASEGAWA 

女子学生の袴の着装の歴史は明治時代からと

古く、従来の着物による通学ではなく、袴の消

用が徐々に浸透していった 1)。その後、洋服が

一般的となり、現在に至る。一方、大学卒業式

では、近年、女子学生の袴の渚装が主流となっ

ている。田中ら 2)は新聞記事の分析から、 1990

年以降から現在にわたり袴着装は定着している

ことを明らかにした。被服学科の卒業式におけ

る女子学生の袴着装の実態を調査したところ、

毎年9割以上の袴の着装率であることからも明

白である 3)。このように、女子学生にとって卒

業式で袴姿を選択することが定着している。

袴着装に関する研究はいくつからみられるが、

それらの多くは、伝統的な側面からの考察がな

されている。我々はこれまで、現代における女

子学生の袴着装に関心を持ち、研究を行ってき

た3-6)。その結果、女子学生にとっての袴着装は、

伝統的な概念にはとらわれず、日頃の装いの好

みと合致する選択がされていることなどが明ら

かになった。このように、女子学生にとって袴

は伝統的な着装というより、むしろ日常のファ

ッションの一端として捉えているのではないか

と考えている。最近では、「袴の機能性研究ー世

界に発信する"HAKAMAis cool" -」が科学研

究費助成事業の助成を獲得した 7)。この研究で

は、日本発のクールなill)ファッションとして

広く世界に知らしめることを目指とし、袴の機

能面や快適性の研究などが行われている。日本

の伝統的な衣装の袴は、世界にファッションと

して広がりを見せつつあるといえよう。

女子学生を対象としてアンケート調査を行っ

たところ、「袴の装いについて重要なこと」の設

間では、滸物の色が最も重要で、続いて、全体

の雰囲気や着物柄、袴の色の順となった。この

ように、袴の装いには、 滸物の選択が優先で特

に色について重要であることが諄き出された5.6)。

「きもの歳時記」 8)の一節では、“（前略）三月も

半ばをすぎると、街角に袴姿の学生が見受けら

れる。卒業式に向かう女子大生である。たいて

いは色無地紋付に紺の袴姿で、（後略）＂とある。

害籍発行時期から推測すると、この様子は卒業

式での袴滸装が浸透し始めた時期に相当し、当

初は袴に合わせる滸物は色無地であったことが

伺える。一方、近年卒業式で見かける袴姿やカ

タログなどでは華やかな色柄の滸物姿を多く見

かける。このように、袴済装の様相も時代とと

もに変化していることが推測される。本稿では、

女子学生の袴の色に関する 2年間のデータをま

とめ、現在の袴滸装の特徴を明確にすることを

目的とした。

袴レンタルを行っている業者（以下、レンタ

ル業者）に、女子学生が袴を選ぶ際に述べてい

るキーワードついて数回にわたりヒヤリング調

査をした結果、着物や袴の色の要望以外では、

“かわいい“、"レトロ"、“大人っぽい＂といったイ

メージの要望が多かったことがわかった。また、
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袴落装のカ タログは、レ ンタル販売を誘埒する

ための韮要なツールである。そこで、女子学生

とカ タログのデータ を収集し、それらの結呆と

色のイ メージとの関係について考察する。

2 研究方法

色の調査対象は、前々稲で対象とした 2015

年3月、前稿で対象とした 2016年3月に卒業す

る学生に対するカタログ9-13)、および学生の袴滸

装である。2015年では、レンタル用カタログ「は

かま」9) (被写体数52体）、「卒業時装」 10) (被

写体数42体）、同年3月に卒業した本学被服学

科の学生 92名の卒業式での袴の滸装を撮影し

た共通賓料注2)である。 2016年では、レンタ

ル用カタログ「はかま」 11) (被写体数 52体）、

「卒業時装」 12) (被写体数36体）、「卒業袴」 13)

（被写体数82体）同年3月に卒業した本学被服

学科の学生 90名の卒業式での袴の滸装を撮影

した共通狩料注2)である。

色の判定は、箔物生地、滸物柄、袴生地、袴

柄の4つの部位で行った。各判定部位において、

日本色研配色体系（日本色彩研究所によるPCCS

ハーモニックカラー 201、以下： PCCS配色カ

ード）（図 1(1)色相、(2)トーン）を照らし合

わせ、カタログの色にもっとも近い配色カード

を選択した。各判定部位の色の判定は、それぞ

れ占める而梢の大きさの順に 3色まで行った。

その他の判定方法は、前々甜約で詳細に述べて

いる。

3. 研究結果

前々稿およぴ前稿では、各レンタル業者のカ

タログの特徴を個別にみてきたが、その迎いに

が日目するよりも共通性を捉えたいため、本稿で

は、各カタログの結果をまとめて分析を行った。

まず、各被写体、各部位で何色の種類の色が

用いられているかの色数の集計を行った（図2)。

つまり 、色評価方法から、各部位で而梢の大き

さの順に最大3色までの判定となる。＂なし＂（舒

物柄、袴柄のみ）から 3色までの色数について、

出現数を割合で表した。カタログ、学生に共通

している特徴としては、滸物柄は3色が多い点、

袴生地では 2色までが多い点が挙げられる。カ

タログと学生の相迎点としては、滸物生地では

学生の色数が多く 、3色の割合が裔くみられた。

袴柄ではカタログの色数が多かった。以上の結

果から、カタログ、学生ともに翡い割合で2色

以上の色数が用いられる傾向がみられ、特に、

約物柄の色数が多いことがわかった。また、カ

タログと学生で異なる傾向もみられた。
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以下、各部位の代表色 （而和が最大の色）5.6) 

についての分析を行った。まず、代表色の色の

種類を明確にするため、色の種類数の総数をま

とめた （図3)。なお、色の植類は最大で 203

色 (PCCS配色カード 201色＋金、銀）である。

結果から、滸物生地、舒物柄では 30色以上の種

類がみられた。2016年のカタログでは 40色以

カタログ
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なかった。これは、一般的に袴柄は小さく描か
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(1)カタログ

図4 代表色応答割合(b)2015年 ⑰学生
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色相環図とトーン図に出現率をシンボルの大き

さで表現した（図4(a) 2015年(1)カタログ、

(2)学生）、（図4(b) 2016年(1)カタログ、 (2)

学生）。色相環に含まれない色（白、灰、黒、金、

銀）は、色相環の内側に表記した。シンボルの

大きさが大きいほど代表色の出現率が高いこと

を示す。全体的傾向として、着物生地では、赤、

暖色系、白が多く、 p、vが多かった。着物柄で

も生地同様、赤、暖色系、白が多かった。袴生

地では青、紫系が多く、 dk、dkgなどの低明度

のトーンの割合が高かった。袴柄では赤、紫系

が多くみられた。

年による違いとしては、カタログでは顕著な

違いはみられなかったが、 2016年で滸物柄のト

ーンの種類、袴生地の色相の種類が増える傾向

がみられた。学生では、 2016年で滸物生地の赤

が減少し、白、黒が増えた。その他の判定部位

でも、白、黒が増加する傾向がみられた。トー

ンでは 2015年では大きなシンボルがみられた

が、 2016年になるとシンボルのサイズが減少し

ている。また、袴生地のトーンでは 2015年では

dkが多かったのに対し、 2016年ではその特徴

が減少し、様々なトーンが出現した。このよう

に、学生では 2016年になると際立った特徴が減

少したといえる。カタログと学生の違いとして

は、学生の袴生地では青系が顕著に多い点があ

げられる。

次に、着物と袴の色の組合せについての分析

を行うため、各被写体の滸物生地と袴生地をペ

アデータとし、色相とトーンにおける組合せの

出現数を求めた（図5(a) 2015年、 (b) 2016 

年）。たとえば、ある被写体の着物生地が blO

で袴生地がdkg2の場合、色相が 10と2、トー

ンがbとdkgとなる。結果は、組合せの出現数

を被写体数に対する割合で表した。出現割合の

多さは矢印の太さで表現しており、太い矢印ほ

ど出現率が高いことを示す。また、色の組合せ

が2回以上出現したものを対象に表記しており、

1回のみの出現の結果は含まれていない。矢印

の始点が着物、終点が袴の色を表す。結果から、

2015年のカタログでは赤の着物に黄、緑、青、

紫を合わせるものが多く、トーンでは pの済物

にdkの袴を合わせているものが多かった。2016

年になると、黄の着物に赤、赤紫、緑の袴を合

わせる傾向がみられた。トーンでは 2015年の特

徴に加えて、 pの着物に vの袴、 vの滸物に dk

の袴という組合せなどもみられた。 2015年の学

生では赤や赤紫の稽物に青の袴、白の藩物に赤

や青、青緑の袴などが多くみられた。トーンで

はpの稽物に dkの袴を主に、 vの着物に dk、

dkgの袴の組み合わせなどがみられた。 2016年

も同様の傾向がみられた。この結果から、カタ

ログでは色相、 トーンともに年による傾向の相

違がみられた。しかし、高明度トーンの滸物に

低明度トーンの袴の組合せという点では共通し

ている。学生では、色相では赤の着物生地に青

系の袴の組合せ、白の着物生地には、青、赤、

紫の袴生地の組合せがみられた。 トーンでは p

の焙物に dkの袴を主に、高明度トーンの滸物

に低明度トーンの袴の組合せが多いことがわか

った。

次に、基本色名による解析を行った。これま

でのデータは、 PCCS配色カードの特徴を生か

し、 トーンと色相に滸目してきた。一方で、学

生の袴選択時に「ピンクのかわいい稽物」など、

“色名＂による表現というものが多くみられるこ

とが多い 14)。これまでの色相の情報だけでは、

その色の色名はわからない。例えば、ピンクは

色相では赤系となる。そこで、基本色彩語であ

るBerlin&Keyの 11基本色名 15) (白、黒、赤、

緑、黄、青、オレンジ、紫、ピンク、茶、灰）

に済目した。この 11基本色名は、言語学的だけ

でなく、人間の色覚特性としても重要性が証明

されており、日常で最もよく用いられる色名と

されている囮8)。各被写体の代表色について、

PCCS配色カードの色から基本色名11色に変換

を行い 19)、出現数を割合で表した（図6(a) 2015 

年(1)カタログ、(2)学生）、（図 6(b) 2016年(1)

カタログ、 (2)学生）。以下、色の表記を PCCS

配色カードの色相と基本色名で区別するため、
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共通する色名は、基本色名の方に“～色＂と表記

する。結果から、カタログの着物生地は、赤色、

黄色、白色が多い傾向が示された。一方で、学

生では、赤色、白色、ピンクが多いことがわか

った。着物柄については、カタログ、学生とも

に白色、赤色、ピンクが上位を占めた。図4の

着物柄の色相では白の他、赤系、紫系、 トーン

では高明度のトーンが多いことが示されたが、

図6から、赤系が多いのは赤色だけでなく、ピ

ンクも含まれていることが示された。袴生地で

はカタログと学生で、赤色、黒色、緑色、紫色

が多かった。また茶もみられ、これは図4で多

くみられた黄系は黄色ではなく、茶であること

を示している。袴柄ではピンク、赤色、白色が

多かった。これらの結果から、カタログ、学生

ともに、着物生地では赤色、白色がもっとも多

く、着物柄では、赤色、ピンク、白色が多いこ

とがわかった。袴生地では、その他の判定部位

にはみられない、緑色、青色、紫色、茶なども

多くみられた。袴柄は、着物柄と同様の傾向で

あった。
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4. 考察とまとめ

2015年、2016年の色のデータから得られた特

徴を、色数、各部位の代表色、着物と袴の代表

色の組合せの観点から考察する。

色数の結果から、カタログ、学生ともに瘤物

生地は 1-3色と様々な色数のものがみられた。

特に、学生で3色の割合が高かった。単色の着

物生地は儀式的なイメージがある。一方で、多

くの学生が、着物生地に複数の色を用いた、華

やかな印象を与える着物を選択する傾向がみら

れたといえる。カタログ、学生ともに袴柄より

着物柄の色数が多かった。カタログと学生で異

なる点としては、学生の袴柄の色数が少なかっ

た点が挙げられる。このことは、カタログでは

華やかな着物、袴で豪華に紙面を飾ろうとして

いると推測される。一方、学生では袴柄は少な

めの色数で控えめな印象を与え、稽物を引き立

てようとしているのかもしれない。その他、学

生のデータは印刷紙へのカラーコピーのため、

カタログに比べて画質の劣化がみられ、小さい

柄の色判定ができないというアーチファクトの

影智もわずかながら生じた可能性も考えられる。

2年間の結果から得られた各判定部位の代表

色の特徴として、滸物生地でカタログ、学生で

共通した傾向としては、色相では赤、白、 トー

ンでは p、lt、v、基本色名では赤色、白色、ピン

クが多かった。着物生地の色は赤がもっとも人

気であるという報告もあり ID)、今回の結果と一

致していた。色のイメージから捉えると、赤の

“情熱的な＂派手な＂イメージ、ピンクの“かわいい＂

イメージ、白の“清楚な＂イメージ 21Z2)が女子学

生に多く好まれたといえる。また、カタログで

は白の他、黒が多くみられた。学生でも 2016

年には黒の割合は上昇している。白や黒は普段

着で好まれる色であり 23)、この傾向は、袴着装

に関する色の選択は普段着と同じように捉える

可能性を裏付けている。また、学生のアンケー

ト結果から、黒の滸物は“かっこいい＂イメージ

を与えることが報告されている 14)0黒の着物は、

喪服や留袖など儀礼的な場面でよくみかける。

女子学生には、そのような黒の着物を“かっこい

い＂イメージと捉え、卒業式で多く選ばれている

といえる。

着物生地のカタログと学生の違いとしては、

学生ではdkやdpといった低明度のトーンの割

合が高かった点である。これは、 dp2と白の矢

絣の着物が多かったことが要因の 1つである 5.6)0

これは、矢絣は明治や大正時代における女学生

の袴姿に好まれるレトロなイメージの済物であ

る24)。また、赤だけでなく、他の色相でもこれ

らのトーンは多くみられた。 dpトーンは、“伝統

的な"、“和風の“といったイメージを有し 25)ヽ‘‘レト

ロな＂イメージのトーンであり、色でレトロな印

象を表現していることが示唆された。 2年間で

の着物生地の色の変化に着目をすると、カタロ

グではほぼ同様の傾向であった。一方、学生で

は、 2015年に多くみられた赤系、 p、vトーン

の割合は、 2016年ではその傾向が弱まり、選択

されたトーンの種類が増加した。このように、

学生では選択する色の多様化がみられたといえ

る。

袴生地は、カタログ、学生ともに様々な色相

がみられ、その他の判定部位では上位にはみら

れない緑色、青色、紫色、茶色などもあった。

また、 トーンでは低明度のトーンが多く、どの

ような色相でも落ち着ついた印象を与える。着

物柄、袴柄では、カタログと学生ともに、基本

色名では、赤色、白色、ピンクが多かった。こ

れは、着物や袴の模様には花柄があしらわれて

いることが多く、花の色で女性らしさやかわい

らしさを表現していることが伺えた。

着物と袴の代表色の組合せでは、カタログ、

学生で共通して高明度トーンと低明度トーンの

組合せが多い点で一致していた。この組み合わ

せは、色彩感覚の側面から、着物が軽い印象の

色、袴が重い印象の色お）であり、重力と一致し

ているため、見た目の安定感が得られる。さら

に、色の認識の側面から、明度差は対象の視認

性を高めるため 26)、着物と袴の形状をくつきり
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と映し出す効果もある。色相では、学生では着

物生地に赤が多く、袴生地に青が多く、その組

合せが最も多かった。赤と同様に着物生地で多

かった白は、袴生地は青の他、紫、赤紫、赤の

組合せも多くみられた。これは、白い着物生地

には様々な袴生地の色を合わせやすく、好みの

袴生地の色を選択していたことが推測される。

以上、 2015年、 2016年の結果をまとめると、

着物、袴には2、3色の色数がある場合が多い

こと、着物生地では赤、白、ピンク、高明度、

高彩度トーン、袴生地では低明度トーン、着物

柄と袴柄には赤、白、ピンクが多いことがわか

った。また、着物生地では、学生では低明度の

トーンも人気であった。これは、"レトロ＂の流行

の表れであるといえる。さらに、学生では年に

よる違いとして色選択の多様化がみられた。こ

のように、女子学生の滸物や袴の色の選択には、

使用頻度の高い色やトーンが存在することがわ

かった。また、その特徴には流行が影蓉してい

ることや色選択の多様化がみられ、今後の調査

結果は、傾向の変化が予想される。

調査で対象となった学生は、本大学被服学科

に所属する学生に限定されており、今回得られ

た傾向が女子大生全般の特徴を表しているかは

明確でないが、同対象を継続的に調査すること

で、年代による変化を抽出しやすいという利点

が挙げられる。一方、カタログでは、 2年間で

の色の特徴に大きな変化が見られなかった。カ

タログは消費者に提案色を提示する役割がある

ため、年毎の色の変化は少ないことが予想され

る。しかし、着物と袴の色の組合せとしては大

きな違いがみられた。このことは、レンタル業

者は代表的な色を提案しつつ、各年で箔物と袴

の配色に変化を付け、新たなイメージを表現し

ているのかもしれない。

今後も学生とカタログの色分析の継続的な調

査を行い、ファッションの流行との関連性につ

いて明確にしていきたい。また、箔物柄や袴柄

の形状や大きさが、袴滸装のイメージに及ぼす

影響も踏まえ、袴着装のイメージとの関連性も

明らかにしていきたい。

注

注 1) 日本政府の国策である、日本の文化や伝

統を産業化し国際展開する取り組み“クールジ

ャパン＂政策の“クール＂を指す。

注2)2015年、 2016年に行われた共立女子大

学の卒業式当日に被服学科学生 92名の袴の

着装姿を撮影した。撮影個所は 1全身正面、 2

全身背面、 3全身右側面、 4上半身、 5衿元、

6足元、 7頭部、 8鞄、 9ネイルの 9カッ

トである。
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